
・市町村職員
・公務員を目指す大学生等

愛知県政策企画局企画調整部
企画課企画第五グループ
電 話：052-954-6091
メール：kikaku@pref.aichi.lg.jp

お問合せ

URL https://forms.cloud.microsoft/r/cRUReZPq6h

地方分権改革から考える地域課題の解決
～提案募集方式で国の制度を変えるアイデアをつくろう！～

定員 各回 30 名 詳細は裏面へ

の皆様へ

お申込みはこちらから
（申込期限：11/6）

※申込先着順

13:45‣16:30（開場13:15）

ナディアパーク
SK904会議室
（名古屋市中区栄 3-18-1
 ナディアパークビジネスセンタービル9F）

第１回（名古屋会場）

11月19日（木）

東三河総合庁舎
２階大会議室
（豊橋市八町通5-4）

第２回（三河会場）

11月20日（金）
13:45‣16:30（開場13:15）

地方分権改革ワークショップ

市町村職員

「この制度、現場に合っていない…」
「事務の効率化をしたい…」
現場で感じるモヤモヤを提案募集
方式で解決しませんか？

グループワークで
分権提案のプロセスを学ぶ

地方分権における国の施策や
豊田市の先進事例を紹介



第２部

地方分権改革・提案募集方式とは？

プログラム

時間 内容

午後１時45分から

午後１時50分まで
主催者挨拶

午後１時50分から

午後２時15分まで

地方分権改革・提案募集方式の制度説明

講師：

内閣府地方分権改革推進室 蛇走 喜彦 参事官補佐

午後２時15分から

午後２時40分まで

県内自治体の事例紹介

講師：

豊田市 市民部 市民課  森 大樹 主査

午後２時40分から

午後４時30分まで

提案募集方式に関するワークショップ

講師：

内閣府地方分権改革推進室 蛇走 喜彦 参事官補佐

グループで地域課題を検討し、課題解決に向けた提案を考えること

で、提案募集方式による制度改革のプロセスを疑似体験します！

・各府省との調整対象となった地方からの提案のうち、約９割が実現・対応！

・提案した年度に必ず政府の対応方針が決定。早いものであれば年度内には支障が解消！

◇ 全国一律基準の緩和

◇ 地方への事務・権限の移譲

◇ 事務の簡素化 等

※税財源配分や税制改正、予算事業の新設、国が直接執行する事業の運用改善等は対象外

提案募集
方式の
対象

地域の課題を解決するために、地方から国に対し国の法令等（通知・要綱等を含む）

の改善案を提案できる制度 です。

令和7年度地方分権改革
推進アワード受賞自治体

じゃばしり よしひこ

じゃばしり よしひこ

もり だいき
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